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THE MAGIC OF ROTARY

第2767回　例会プログラム 会 員 慶 事

　皆様、採択への協力ありがとうご
ざいました。今回の件に関しての説
明をします。今回の細則変更には、同時に修正のあった役
員委員会編成の件の変更が主であり、人事案件の関係上、
次期役員の立候補者募集前のこの時期になりました。今後
の軽微な細則変更は、１２月第１例会時に行う総会での
採決が妥当と思われます。
　さて本日は、勝亦重夫御殿場市教育長に卓話をいただ
きます。来年５月には、勝又純小山町教育長に卓話をお
願いしています。今期は当クラブ内の二つの行政から、教
育に関しての卓話をいただく予定です。当クラブにも教育
関連で活躍しているメンバーが数多くいます。またクラブ
活動の中でも、教育に関係するプログラムを二つ行ってい
ますので紹介します。
　まず「未来への手紙」です。2008年豊山徹也会長年度
の内海隆治新世代委員会（現在の青少年奉仕委員会）か

ら始まり、今回で１７年目です。地域内の全小学５年生を
対象に、３年後の中学２年生の自分へ手紙を出し、成長
期の多感で不安な時期にもう一度原点を振り返ることで、
自分を再度見つめ直す良い事業です。この事業はロータ
リー財団から地区補助金を頂いています。今期も中学２
年生から感謝のメールを頂き、週報にも掲載しました。
今年も今週末１１月２日（土）に、この事業とエンドポリ
オの広報も兼ねて、オープンハウスにブースを設けます。
ここでは子供だけでなく、大人も自分に向けての手紙を熱
心に書いています。
　もう一つは、今年で４年目になるフードドライブです。
１０月２０日にここ YMCA 東山荘を会場に行われ、社会奉
仕委員会の担当で親睦活動委員会が協力し、メンバーから
募金協力と持参した食料品を集めました。結果、募金額
62,610 円、お米 191kg 他、多くの食料品を御殿場市、
小山町の両社会福祉協議会へお渡しできました。昨年まで
メンバー会費から支出でしたが、今期初めて
募金と物品提供で行いました。メンバー諸兄
の協力に感謝します。地域として必要と思わ
れる事業と感じますので、クラブとして年
1回は継続していってほしいと思います。

会 長 挨 拶

●例　会　場／YMCA東山荘講堂　
●開 会 点 鐘／12：30　
●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／地区大会報告　
　　　　　　　プログラム委員会

●夫人誕生日　11月19日　髙橋隆造君　　ご夫人　範子様
●結婚記念日　11月16日　勝又　厚君　　秀子様　ご夫妻
　　　　　　　11月17日　山﨑伊久雄君　久子様　ご夫妻
　　　　　　　11月18日　小早川豊一君　かず代様　ご夫妻
　　　　　　　11月18日　山口幸男君　　勝子様　ご夫妻
　　　　　　　11月19日　井上　元君　　浩子様　ご夫妻
●皆　出　席　10月31日　芹澤隆博君(ロータリー歴11年）
　　　　　　　11月８日　池谷正徳君(ロータリー歴12年）

10/10のメーキャップ
10月２日 北海道Eクラブ 梶　喜朗君

10月２日 北海道Eクラブ 久保田勇輝君

10月３日 北海道Eクラブ 池上　司君

10月３日 北海道Eクラブ 菅沼良将君

10月４日 せせらぎ三島　鈴木榮一君

10月10日 北海道Eクラブ 山内　剛君

10月13日 北海道Eクラブ 勝又博文君

10月18日 ワールド大阪　斉藤礼志君

10月20日 フードバンク　森田義彦君

10月24日 北海道Eクラブ 髙橋隆造君

会長挨拶は
こちら

週報週報御殿場
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次　回
11月21日の
例　会

★YMCA東山荘講堂
★12：30
★新会員卓話　込山正一郎君

澁 谷 　 一

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

井上　元君　神谷高義君　勝又安彦君
込山正一郎君　髙橋隆造君　高村繁男君
豊山　篤君　山内　剛君

10/31の
出席報告 55名 52名 44名 84.62％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率 欠席者

（8名）

おすすめ
トピックス11月号

Ｐ.７  ロータリー財団月間
　　　ロータリー財団　始まりと今
Ｐ.14  ２つのポリオ常在国　そして
　　　ポリオ根絶にとって最も重要な４つの地域
Ｐ.48  （21）ロータリーあるある相談室
　　　相談：ロータリーの意義について

●会員誕生日　11月20日　勝又博文君



勝又　英和

澁谷　　一
大胡田明寿

国際ロータリー第2620地区
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10/31のスマイル

司　会
嶋田康一君

出席報告
秋田　敬君

ソングリーダー
菅沼良将君

会員誕生日
芹澤隆博君　根上眞一君

卒寿のお祝い
根上眞一君

　１０月末に行われた「北駿音楽会」は今年で９６回
を迎えた。御殿場の人であれば誰もが知る音楽会だが、
伝統だけでなく演奏する小中学生の姿は実に素晴らし
い。これも御殿場市の学校教育が、地域の人からの応
援を受け着実に行われている一例である。時代ととも
に求められる教育は徐々に変わっているが、将来の社
会を担う子供たちの教育は何よりも大切にしなければ
ならない。今求められる教育や、現在抱えている課題、
今後重点的に進めていく取組等について話題提供をし
たい。
　毎年、小学校６年生と中学３年生を対象に「全国学
力・学習状況調査」が行われている。試験問題は現在
求められる教育を端的に表しており、以前の知識習得
を中心とした問題から大きく変わっている。実生活と関
連付けながら、結論に至るまでのプロセスの重視が特
徴であり、話し合い活動等を通して考える力を育むこと
が主流である。１人１台端末を有効に活用し、学びの
質を高めることに力を入れている。
　本市の課題としては、全国的な傾向と同様に「不登
校」児童生徒の増加が挙げられる。コロナ禍の影響も
あり不登校児童生徒数は増加し、特に小学生の増加割
合が大きい。その対策として、今年５月から「御殿場
市教育支援センター」を新たに開設した。原里地区の
板妻にあった旧原里西幼稚園の園舎を改築し一人一

人の子供に寄り添いながら社会的な自立ができるよう
に支援を進めている。
　本市の教育では「富士山のように大きな心を持った
人づくり」と掲げている。生きていく上での基盤とな
る「心」を育むことと、自分たちが住む郷土について
理解を深め大切にする気持ちを醸成することが大切
だ。教育委員会として喫緊に取り組んでいるものは
二つある。一つは全小中学校への「コミュニティ・スクー
ル」導入、もう一つは「部活動の地域連携・地域移行」
である。
　「コミュニティ・スクール」は、保護者代表・地域住
民代表・学校代表等で「学校運営協議会」を立ち
上げ、議論を行うことで学校の教育活動を充実させる
仕組みである。つまり、地域の人々と目標やビジョン
を共有し、地域一体となって子供たちを育むことを目
標にしている。将来的に地域コミュニティの脆弱化が
懸念されるが、学校を核とした地域コミュニティの活
性化等も期待される。
　「部活動の地域連携・地域移行」だが、少子化が加
速的に進んでおり、現在の形での部活動運営は厳しく
なっている。子供たちの部活動へのニーズに応えるた
めにも、大きな変化が必要だ。そのため部活動地域移
行推進懇話会を立ち上げ、今後の部活動の在り方に対
して様々な意見を伺って
いる。令和７年度の夏
休みから実施可能な部
活動をモデルケースにし
て、順次、地域移行を
進めていく予定である。

富士山のように大きな心を持った人づくり

勝亦重夫 様

御殿場市教育委員会
教育長
・・・・・・・・・・・・・・・・

チャリティーゴルフ開催、
無事行えました。
感謝です。また、野菜のご
購入もありがとうござい
ました。　
東山荘　森田・滝口・遠藤

ビッグスマイル

　１１月２日（土）国立中央青少年交流の家でオー
プンハウスが開催され、御殿場ロータリークラ
ブでは例年通り「未来への手紙」事業とポリオ
撲滅キャンペーンとして募金活動を行いました。
１０８通の手紙を書いていただき、コーヒー１０５杯、
カルピス９０杯を来場の方々に提供しました。ポリ
オ募金には26,477円をご協力いただきました。
　当日は会長・幹事をはじめ２９名の会員の皆様
にご協力いただきました。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　 青少年奉仕委員会

国立中央青少年交流の家 オープンハウス2024国立中央青少年交流の家 オープンハウス2024


